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航走採集によって観察された1954-55年

津軽海峡青函航路に於ける浮瀞梼脚類
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Plankton Cocepc蜘 inせleTsugaru Straits， Northem 

Japan， as Investigated by UndぽwaySamplings 

Reiichi MAEDA 

Abstraet 

Samplin邸 we時間dewith Handy Underway Plankton Catcher Model IIくMotoda，1954)
a加ardthe ferry st関口町民tw聞 IHak叫atea叫 A佃蹴icn:溺知gtbeT釦garuStrai偽 inevery 

month (except June) from Septem民rl銭泌toJuly 1民5.
Among the ∞戸pods∞l1ectedtw凹 t1'イi将軍伊ciesare originally inhabitants of tropical or 
sUbtropical waters (Table 2). They are trans卯'rtedfrom t国制lthby the Tsushima Current 
along the Japan Sea 0ω5t of Honshu and appear in the Tsugaru、Straitsby being drifted with 
the invasion of tributary flow of this ourrent from the westem entrana of the strait. 
Five species (Table 2) are ∞ld water-preferring species， whet恥rα湾曲icor neritic natur。
being not as銃犯iatedwith warm Tsushima Current. They are found when the inf10w of the 
Tsushima Current into the strait is not prevailing. 
As∞mp釘edwith the c陀:currenceof warm current s伊ciesof copepods off Asamushi， on the 
coast of Aomori Bay i百MutsuBay (K依uboet01.，1斜6-1田2)and加臼horoBay， west coast 
of Hokkaido (Anraku， 1袋iSふ thepre民otdata deal with ten species mo問。fsuch forms than in 
the above two regions. 
From monthly 01斑 rvatio悶 (ex鑓ptingin June;， the seasonal fluctuation in cope伊d∞，m-
munity with particular refl伎町鴎 tothe apI=匂ranceandd国ppearanoeof the forms belonging to 
the above two groups is釦 mmarizedas fol1ows: 
1n the middle of Sept削除r，1954. warm current spec泊 W脚 prevalent，e明記泊11yin the 
open pass of the strait and at the mouth of Mutsu Eay. They incr曹a民din species number with 
the progress of the season until the maximum wぉ reach<<対 inthe middle of October. Some of 
such speci，凶 disappearedin回rlyNovember. Diminution of warm current species was very 
notable in ear1y D悶 mber，阻d，叩t加悦herha凶，∞ldwater.τlteti町同句ecilωwereincr伺鈴d
in species number and individual number鎚 wel1from D叙:ember. The 0凶町V司tionsin early 
Januaryand in early Fe加18ry，説話，政府副thattbe more the d民reasein species number of 
warm species， tbe more U栂 inc陀舗eof∞ldwaters戸des.Warm句尉i笥∞mpletelyd国ppeared
in early Marcb， while the cold species became even mぽeprevalent. Cold司蹴i飴 werewidely 
distributed， covering the whole area investigated in early ApriI and in early May. However， 
they were great1y deoreased and remained only in srnall number in the middle of July， whiIe a 
few of warm species again appeared in this season. The latter forms were inoreased gradually 
to late July. 

It is 01珊 rvedthat the appearance and disappearanoe of copepods， whether warm or cold 
species， genera1Jy lag in the hay water near Aomori∞mpared with the water in the central pass 
of the str冨it.
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There is general agreement of fluctuation ofω町'entindicating species of copepods with 
tbat of diatoms in th~ pr間 ntstrait re抑制byHakodate Marine Ob町四tory(1'邸4-55).

1954年9月から沼田年7月まで各月 1-2固く6月欠測〉函館一青森聞を連絡船に便乗して簡易航走採集

器E型〈元国， 1954) ぐ筒絹GG58ネット使用〕 を曳航して採集した。曳航速度は約14節，採集器の位置は

表面下数10cm，1回の曳航時間は30分間であるo主に夜間航行の船を利用し，函館一青森聞を7区聞に分け

各区間1回ずつ採集したくFig.1)0標本は勢脚類について種別に個体数測定を行った (Table1)。採集穏

には漏水計をつけなかったので，正確な漏水量は知られないが.30分間曳網によって得られた数を標準とし

て，各区各国の採集絶対量の比駿を行った。一応完全瀦過と仮定すれば(入lK孔口径5cm)30分間の濡過水

量は約25m3に相当する。

41030' 

410∞' 

140030' 1410∞/ 

Fig. 1. 
Chart showing the couτse of tbe ferry steamer between Hakodate and Aomori 

and the舵ctionsat which underway plankton samplings were made 
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1田町 前田: 航走採集による津軽海峡の浮滋溌脚類

I 各国に於Iする主要種の組成

第1回採集 (19.日年9月16日-17日):韻脚類は42種，その他動物7・ラ yグト ;/6種であった。個体数は

区間1及び2(30分間曳航採集中ω∞~伎削個体〉に於て最も多<，区間3-7では大凡宇滋し，区間3で
最小を示した。暖流性噌脚類はかなり著しく 19種に達し，中でも Calanusminor， Pa.racalanus aculeatus， 

T側 orastylifera， T. disca統制a，Sa.ρρMrina nigr，伽 aculala，Corycaeus駒 ciosus，C. concinnusの各

種は殆んど全区聞に互って見られ，特に Temora2種は個体数も多かった。 Pa-acalanustarvusと

Clausoca/anus pegrensの様な分布の広い種は全区聞から採集された。叉沿岸性が著しく，陸奥湾で周年分

布する Centroρagesabdominalis (青森湾海洋生物時報， 1946-52)は区間6及び7にのみ出現し.函館側

及び海峡部に於ては全く見られない。出現種数は海峡部及び湾口部で最も多く26種にのぼり，函館側u;及び陸
奥湾内殊に湾奥では少い。暖流種の出現個体数並に種数から判断し，今回の航行全域に互り，表層は全般に

対馬暖流に覆われて居り，特に区間1-4，即ち函館側から陸奥湾口部にかけて赴馬暖流の影響が著しいこ

とが示される。境脚類以外の種では Noctilucascintillansが相当数全区聞に分布し， Decapoda larva は湾

口部でのみ見られた。

第2回採集 09.弘年10月1日-2日):滋脚類は43種，その他の動物プラ yグトシ 7種であった。即ち種

数は前回に比して幾分多いが，一方個体数は前に比べかなり滋少し，区間2を最高として青森沿岸に近づく

に従い被少している。前回分布した暖流種は引続き存在し，この他著しい暖流種 Calocalanusρ'avoが区間

4及び7で僅少出現した。沿岸性のCentroρagesabd.倒的alisは前回同様に陸奥湾内でのみ採集されたo暖

流種 Calocalanuspavo及び Corycaeusagilisの新出現に加え，暖水性の Eucalanusmucronatus， E. 

c11ωSIlS， Acartia d辺倒e等の増加，更に Pleur，側 ammagracilis及び Pseudoaiaρtomusmarinusの新

たな出現から，前回に比して暖流の霊長響は大きくなったと考えられる。出現種数は前回同様に区間2，3及

び4に於て多く，両岸寄りはそれより少いoNoctilucaは前回同様多量に全航程に亙って分布した。

第3囲採集 (1954年10月16日-]7日):場脚類52種，その他の動物プラングト ;/7種が見られた。個体数

は前回より増加し，函館側及び海峡部では5(削内外，陸奥湾内では1剛以下である。暖流種は引続き現われ

Parat沼lan:蹴 acul，印 t附は全区間で数を増し，Calocalanusは C.pavoに加え C.ρlumlosusが出現し，

両種共に区間7以外の諮区で一線にかなりの数が得られた。 Acrocalanus及び Lucicutiaflavicornisも前

回より増加し，Temora discaudata及び T.stylifera の同種も ~I続いて存在した。更に今回新に Euter.ρe

acutifronsと Corycae附 catusが区間1を除き全区聞に出現し，前回見られなかった Clytemnestra

sc.utellataも発見された。 Sゆ.phirina及び白Itiliaも引続き分布し，Corycaeusや Onωeaも全般に増加

した。注目すべき点は冷水性の Metridialucensが始めて北方の町h'1-4に於て認められたことで，法

軽海峡のフ・ラ y グトシ相が秋型から冬型に移り始めたことを示すものであろう。気象台の報告によれば，こ

の時期には津軽海峡東口から冷水塊分校が流入し始めている。併し大甥は相当量の丸馬暖流が流入している

と恩われる。出現種は前回より多く，区間2，3及び4で優り，陸奥湾奥部に行くに従い滋少し最奥部では

約半数しか分布しない。場隣額以外の種類は Noailuω が幾分滋少した外，前回と大差はなかった。

第4回採集(四日年1]月1目-2日):全区聞から努脚類44種，その他5種が採集された。個体数は海峡

部及び函館側で多く， 4側個体内外であるのに湾口から湾内にかけて宇波し，湾奥部の区間6及び7では約

泌に獣少した。梼脚類は前回に比べて大きな変化はないが，全般的に暖流湿の個体数が滋少し，或る区間で

は全く消失した。函館側海区と海峡部で幾分暖流の影響がプラ yグト y相に現われ，陸奥湾ではその影響は

極めて少い様である。冷水種は Metridialucensが区間3，4及び5で僅かに分布したのみで.他の区域

では見られない。種数は函館側海区並びに海峡部で最も多く (29-30種)，湾口部では幾分滋少し湾内部で

は半数以下に過ぎないoNoctilucaも暖濁世努脚類同様
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第5回採集(1954年12月4日-5日):現脚類45種.その他6種が採集された。個体数は前回に比べ湾外

に於て滋少し，区関根互の愛動は著しくない。冷水外洋性の白lanuscristatusが区間2で，同じく冷水

性の Euchaetaj~抑仰は区間1-5 で新たに出現し， 10月から現われた Metridialu碍nsは湾奥部の区

間7を除く全区間に見られ，冷水の署長響は稽々増大し.その彰響は函館側で強いように見える。之に反し.

暖流種は更に減少を続ける。即ち ωωωlan闘ρavo，Mecynocera clausi， Candacia catula及びC.bradが
は全く消失し，Calocalanusρlum/，ω郁が区間1と2で僅かに浅存した。又 Temoradisc糊 dalaは全く

見られず，T. styl，ぴeraが区間7でのみ採集された。 Setel似gracilis，Euterpe aculifrons， Clytemnestra 

scutel1ata等も数が滋り .Corycaeus も種数.個体数共に少くなった。前回既に消失した Sa•ρρ，hirina と

Coρ1・liaはやはり先見されない。函館側及び海峡部に於ては暖流種の減少によって.会種数は前回より檎々

滋少したこととなり，区間6と7は逆に増加したので，湾内外の種数の相呉は前回ほど著しくない。

Noctilucaは各区間とも前回と略々同様で.区間6及び7で少量であった。

第6回採集く1踊5年1月7日-8日):区間1は欠測した。境脚類34彊，その他5種で前回に比して相当

少い。個体数は更に減少し，最も多い区間でも14∞個体以下で.区間2，3及び7では1似制同体以下であっ

た。冷水種は前回区間2で出現した Calanuscristatusは今回発見出来なかったが，Metridia lucens及

び Euchaetaタρon;caが見られた外に Pseudocalanusm;，瑚 tusが今回全区間に分布し.冷水の彰響が増

大したことを示す。一方暖流鍾は更に滋少の一途をたどり ，Cala雌 sminorは区間2，3， 6及び7に於

て僅かに出現したのみである。先月迄浅存していた Pmacalanusaculeatus， Centro.ρ'ages calan;nus及び
C.furωtusは完全に消失し.同じく先月迄僅かに存在した白localanusρluml，ω凶;も全く姿を見せない。

更に T側 orasty/ifera， Candacla 伽 gimana，Setella gracilis及び Eulerteacutぴro，描は今回は採集

されなかった。唆水性の Oncaea及び白ryca側 S の個体数も可成り減少した。先月と同様に区関根互の出

現種数の差は殆んど認められない程度である。 12月には未だ相当数分布した Noctilucaも今回は急激に減

少し，湾奥の区間6及び7では完全に消失し，区間2-5で稀薄な分布を示したに過き.ない。

第 7回採集(1955年2月7日-，8日):境脚類30種.その他6種が採集された。個体数は全般に前回より

幾分多く，区間1及び2に於て乏しく，区間Sから 7にかけて略々一様である。 9月から 1月まで遺構的に

分布していた白lanusminorは今回から全く消失した。白localanustavoが時節はずれに悶占2に於て

見られたが倒体数は僅少である。 Euchaetamarina及び Clytemnestrasc.utellataも全く消失し，残存し

ている暖流種も更に滋少の一途をたどる。反対に冷水種P糊 docalan制 m;nutusは引続き全区聞に分布し.

Metrid;a lucensも増加し，区間7を除く会航渥で採集された。又新たに主義流遁 Cala側 S〆'umchrusが区
間6以外で加わり冷水の影響が増大したことを示す。区間別出現種数は函館側で少い外は前回同様相互の差

異は殆んどない。暖流の衰退は先月迄は僅かながらも残存した Noctilucaが全く見られなかったことでも

推測出来る。

第8回採集く1955年3月5日-6日):区間6及び7は荒天のため採集を中止した。採集された努脚類は

20種，その他5種で前回に比べ更にu種減少した。{国体数の区間による差異は少い。街区間5で少なかった
のは荒天の彰響によるのかも知れない。寒流種は更に増加した。即ち12月に区間2に於てのみ少数初めて見

られた後採集されなかった Calan蛸 cr;statusが，区間4で再び採集され，先月から出現し始めたCalanus

tlumchrusは個体数を増し，更に Pseudocalanusminutus及び Metridialucensも同様優勢になった。

先月迄僅かに採集された暖流種は金〈消失し，叉暖水種も著しく滋少し.Coryc.aeusの如きは1樋のみか唖

ーかに分布していた。函館側の冷水は更に拡大したことが推察される。

第9囲採集く1955年4月6日-7日):現脚類16種，その他4種が採集され.種数は先月より更に減少し

ている。個体数は稽々増加し，区間2で稽々少し他は著しい差異はない。先月と殆んど同じような組成で

冷水種が増加した。α拘雌scristatusは湾内，湾奥部を除く各区聞から採集され，Pseuaocalanusm;nu加
及び Metridialuce闘は共に全区間に分布し，前績は湾奥に行くにしたがv、数が殖え.後種は過に函館側

-228-



即時〕 前回: 航走探集による海経海峡の謬滋葉脚類

に多かった。前固まで僅かに残存していた Corycaeusovalisは全〈見当らなかった。出現在量数は区間3.

4及び5は10種以上を算えるが，その他の区間は更に少い。今回は冷水塊の署長響が更に増大し，特に海峡音容

に著しい橡であった。

第m回採集 (1955年5月7日):採集器流失のため，区間1-4以外は採集出来なかったo穂脚類9穫.

その他1種が採集され.1，団体数は前回より増加した。冷水種白抑制 0・istatus，C.ρ'lumchrus， Ps，雌 b

calanus minutus及びM面tridialucens等の個体数は更に増加し.未だ単調な冬型の組成である。種数は各

区間とも非常に少い。

第11回採集(1955年7月19日-20日):境脚類詔種，その他7種が得られた。個体数は再び滋少し，区間

2を最高とし.その他の海区で大きな菱動はない。冷水種は Metridialucensが区間2及び3で採集され

たのみで，冷水の影響は非常に弱まったことが示され，反面暖流種の出現が始った。即ち Temorastylifet吟

T. discaudata， P側 tellachierchiae， Cop;・liamirabilis，ωrycae脳 ag;!is等が少数出現し始め，暖流の
滋野が増して来たことを示した。種数は再び増加し，海峡部と湾口部に多く.湾内に少い。暫く見られなか

った Noctilucaも全区間に少数現われた。

第四回採集(l955年7月28目-29日):境胸痛29種，その他5種が採集された。個体数は陸奥湾口で最も

多く，湾内部では少い。中旬に出現した暖流種の外に.Pa，acalanus aculeatus， Candacia longimana， C. 
catula及びCorYCQ側ss戸ciosusも現われ始め，暖灘欝カの増大を示す。 Metridialucensは消失し，冷水

穏は全〈いなくなった。各区間の種数は前回と同程度で，湾口部で最も多く，陸奥湾内及び函館側に少い。

Noctilu，aは中旬同様分布していた。
以上の如<.対馬暖流に秦って海軽海峡に漂流し来る暖流性乃至は南方暖水性の7・ラ yグトシ薄脚類は.

7月から 2月までの間現われ，出現種数の最大となるのは10月中旬である。涼軽海峡中央部表面水温の1954

年度の年変化 (Fig.2) (函館海洋気象台.1955)をみると.水温の最高期は9月中旬であって.南方性境
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脚類の最大出現期は之より 1ヶ月遅

れている訳である。

E 浅曳沖及び忽路湾に於Iずる

配線&の比般

本邦北方沿岸の対馬暖流々撲に於

ける努胸痛の周年愛化については，

陸奥湾奥青森湾沿岸の浅虫沖に於け

る小久保等の研究〈青森湾海洋生物

時報.1946-52)，並びに安楽く1邸3)

の北海道西岸の忍路湾に於ける観察

がある。之等によると程度の差はあ

るが，両湾の淳滋携関瀬の象群は周

年分布する種，寒冷の頃冷水塊の援

出し.或は沿岸水温の低下に伴い出

現する冷水種，水温の上昇につれて

現れる暖水種.秋潮対馬暖流によっ

て速ばれてくる暖流種，その他不規

則な出現をする種等に分けられ.そ

の出現状態は年によって多少の褒動

はあるが，略々規則的であることが



述べられている。以上の2地区

に対し，今回行った津軽海峡の

;.~除噸の出現状況を比較するこ

とは非常に興味深く感ぜられ

る。これ等両湾と今回の研究に

よる津軽海峡に出現する暖流性

並びに冷水性者脚類を比較する

とTable2の如くである。浅

虫 (1946-50年J，忍路湾 (1946

-50年〉共に 5年間の資料に基

いているが.今回の津軽海峡の

調査は. 1年未満の観察資斜に

よるから，出現すべき種を全部

網羅していないと思わなければ

ならないであろう。

先ず冷水種について，以上の

3海区を比較すると，出現種数

は津軽海峡が最も多く 5種，浅

虫が4種，忍路湾が最も少く 3

種である。 Calanuscristatus 

は外洋性で石狩湾で採集される

が，忍路湾には侵入しない。 3

海区に現われるCalanusρlum-

chr:郁及ひ:Metridia lucens はそ

の出現時期をみても 3海共区殆

んど変らなu、。 Pseudoωlanus

minutusは忍路湾に於ける出現

が他の2海区より 2ヶ月早u、。

年によって差はあるが之等冷水

種は忍路湾では通常11月-12月

頃出現し始め，翌年5月-6月

頃まで存在し続ける様である。

次に対，馬暖流を;指標すると考

えられる暖流種の出現種数は，

津軽海峡の今回の採集が上記の

3海区中最大で25種を記録し，

忍路湾及び浅虫は遥かに少く共

に15種に過ぎない。この中浅虫

に出現し，今回津軽海峡でみら

れなかった種もあるが，之は今

回の採集年限が少し元来分布

(VII，3 報

Tab!e 2_ Co!d water and warm αIrrent∞pepods∞∞rring 
off Asamushi， Mutsu Bay CKokubo et al.， 19.必-52)，in Oshoro 
Bay CAnraku， 1953) and in the Tsugaru Straits. Asterisks 
indicate cold water cope卯ds.

実産7k 大:/t 

Tsugaru 
Straits 

+
+
+
 

+
+
+
+
+
 

Oshoro 
Bay 

+
+
 

Off 
Asamushi 

*Calanus cristatus 

*C alanus Plumchr:ω 

*Pse餌iocalanusminutus 

* Euchaeta ja，ρonica 
ホM量的idialucens + 

Calanus minor 

Mecynocera cla僻 i

Paracalan附 aculeatus

Calocalanus t[u籾 losus

Calocalanusρavo 

Calo叫 lanusstyliremis 

Aetidus giωbrechti + 

ftuchaela marina + + 

Cent仰向gescalaninus + 
αnt10taglぉfurcatus + 

T仰 wrastylifera + + + 
T邸時oradiscaudata + + + 
Lucicutia flavicornis + + 
Lucicutia 0也'alis + 
Candacia catula 十

Canぬcialongim沼Jn頃+
Candacia bra:1yi + 
Labidocera acuta + 
Pontella chierchiae 

Acartia erythrea 

+
+
+
+
+
 + 

+
+
+
 

+ 

+
+
+
 

+ 
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+ 

-Setella gracilis + + + 
Euterpe acut析。帽s + + + 
Clytemnestra scutellata + 
Co〆liamirabilis + + + 
Saρρhirina nig101河aculata + + 

Coグ'yca哩ussρeciosus + + + 
Cory.正aeuscu，.tus + 
Coグyι'aeusrostratus + 
Corycaeus catus 

Corycaeus concinnus + 
Corycaeus agills + 

+
+
+
 



1956) 前回: 航走採集』こよる津軽海峡の浮滋莫脚類

個体数の少い種は，年に土つで発見され難い事もあるのによるのであろう。同一種の3海区に於ける出現の

時期は大凡等しいが，一般に暖流種は忍路湾並びに浅虫よりも，今回の津軽海峡及び部陸奥湾内に早期に出

現し，遅くまで残存している様で，これは忍路湾の位置はより北方にあり，叉浅虫は陸奥湾の奥部に位置する

関係によるものであろう。今回津軽海峡に現われ，浅虫及び忍路湾で記録されていない暖流種 Centroρages

calaninus， C. fur，ιatus， Lucicutia ovalis， Candacia catula， C. longimana及びClytemnestrascutellata 

等は外洋性のもの，又は元来個体数の少い種である。

E 函館海洋気象台による津軽海岐の珪藻類の研究との比較

函館海洋気象台(函館海洋気象台旬報.1部4-55)に於ては，毎月各旬毎に連絡船による海峡の表面採水

中の珪藻の資粧を観察し，海峡西日から流入する海流の消長を推測しているが，その結果と同期間中の場脚

類の消長とを比韓してみる。同報告によると1倒年7月末から8月上旬にかけて，め'alochaete軍属の増加

及び熱帯外洋種の分布から，沿岸水と混合した対馬暖流は西日から流入通過して東方海域にまで拡がり， 9 

月上旬の珪藻組成からも同様な事実が認められ，中旬には珪混謹の減少が目立ち，殊に海峡中央部に於て著

しい。併し南方種の分布は前旬と愛らない。今回の努胸閣の場合でも9月16日-17日に採集した努脚類組成

から，航路全域に瓦り，対馬暖流が覆っている事が認められる。更に下旬になると，珪藻の南方指標種は種

数，量共に増加したことから暖水塊の彰響が大きくなったことが示され，特に中央部で著しい。更に10月上

旬には珪藻の南方指標種は引続き分布するけれども，例年10月中旬に兄られる最強の時窃は過き'たのではな

いかと推察している。ところで10月1日-2日の境胸噸は新に暖流積が加わり暖水塊の彰響は海峡部から湾

口部にかけて強い療であった。そして10月16日-17日の暖流性境胸摘は数量ともに増加し，本研究期間中の

最大を示した。斯くの如く暖流性境脚類は10月中旬に優勢であったのに比べ珪藻類はこの時期には既に全般

的に寒期性増殖が起っている。一方この時期に冷水性境駒瀬 lkfetridialucensの函館側区域に於ける初出

現から冷水塊の彰響が認められはじめ，函館側に於ける水温の低下と一致している。 11月上旬になると，珪

藻は全く単調な寒期性を示すようになれ気象台の観察は中止されている。標胸摘では11月1日-2日にな

ると， 10月中旬に比べて南方種は，質量共に甚しく減少し，Sapphirina及び白ltilia等は完全に消失した

が Calocalanus等は未だ少数残留している。以後水温は徐々に下降のー迭をたどるが，境胸瀕の組成も次

第に単調さを増し，1月には南方種の残存するもの極めて稀となり，反対に冷水性のPseudocalanusminutus 

が全航程に出現し始め， 2月に入ると更に CalanusPlumchrusが加わる。 3月には冷水種の出現個体数は

殖え，暖流種は完全に消失してしまった。 4月の組成も. 3月同様単純で愛化はない。珪藻類分布の結果か

らは5月上旬には，未だ対馬暖流の彰響は殆んど見られず，外洋寒冷水が強く，中旬になると段々に暖流分

校が務E入し，下旬には海峡全域に拡大したと推察されている。一方5月上旬の携関噸は，暖流種は全然発見

出来ず，冷水種が依然として卓越していた。 7月中旬には熱帯外洋性の珪藻が海峡部に拡がり始めているが

境胸瀕も中旬には暖流種Temorastylifera， T. discaudata， PonteJla chierchiae，α'Jtilia mirabilis及び

Corycaeus agili~ 等が再び出現し始め，珪藻同様に暖流水塊の流入を明かに示した。以上珪藻類と場胸頗の

消長を比べると，境胸瀬の方が多少時期にずれのある場合もあるが，全体としては略々同じように外洋水塊

の流入状況を指標していることが判る。境問繭以外のものでは.Noctilu叫が水温の愛動に対応し，秋期に

多く，水温の低下と共に減少し， 2月には遂に消失し， 7月に再び出現した。

木研究にあたり終始指還を賜った木学部元田教授.)'1村助教授並びに安楽学士に感謝すると共に，連絡船
便乗について特別の便宜を供された国鉄青函局に対し感謝の意を表する。向船上の採集作業を援助された唐

牛公平，吉田仁，佐藤義明の3君に衷心より感謝の意を表する。

-231~ 



北大水産禁報 CVII， 3 

VI 要 約

(1) *研究は19同年9月から1955年7月に至る聞各月1図，浄軽海侠宵函航路の連絡掛から.航走探集

によって得た動物プラyグトシ特に雪辱腕頓に関して，その季節的消長を観察し.海峡西口より流入する海流

の消長との関係について考察したものである。

(2) 同定された健闘晦は鈴鹿68種，その他の動物プヲシグト y約1(睡であった。

(3) 暖流性，暖水性，冷水性努駒瀬の出現状況は同時期に函館海洋気象台により観測された浄軽海峡の

海況とよく対応している。即ち9月中旬には却績の暖流種が分布し.特に海峡部及び湾口部に多しこの時

期は全域が暖流に覆われ，特に海峡部附近に著しいことが推察される。 10月初旬には更に新たな暖流種地幼日

わり，問月中旬になると倫新しい種を加え，暖流種数は年内最大を示した。併し他方この時期に.冷水温が

函館側に現われ始めた。 11月初旬には著しい暖流種は消失し，他の暖流種も滋少する012月初旬は更に暖流

種が少〈なり，一方冷水種は新たな種を加えて優勢になる。 1月初旬には残存していた暖流種の中のかなり

のものが消失し，冷水種は更に種数を増し.暖流の弱化と冷水の増大を示す。 2月初旬になると暖流種は殆

んど幣失し，反商冷水種は個体数が増加し，新しい種も加わる。 3月初旬には暖流種は完全になくなり，冷

水種は主主々優勢になった。 4月初旬の組成は前月同様に単調で，冷水種は一層増加する。 5月は前月同様の

組成であるが. 7月中旬 (6月欠測〉には冷水種は函館側の区間で僅かに残存するのみとなりー暖流種のい

くつかが再び出現し始め，下旬になると新たな暖流種が加わって，暖流の彰響が再び強くなったことが示さ

れる。

(4) 暖流性外洋種，冷水種の出現B取会並びに減少消失の時期は.海峡部に於ては陸奥湾内に比べて若干
早い傾向がある。

(5) 津軽海峡及び陸奥湾に於ける棲胸噸の消長は，陸奥湾奥浅虫沖及び北海道西岸忍路湾に於ける消長

と極めて類似するが，対馬暖流の塁手響は海峡に於て最も著しい様である。即ち出現する暖流種数は海峡部に

於て25種であるのに比べ，忍路湾及び浅虫沖共に夫々15種種に過ぎない。

(6) 函館海洋気象台による津軽海峡の珪藻類調査の結果と比較すると，暖流性，暖水性.冷水性携関蟻

の出現は夫々の珪藻類の出現と略々一致している。

引用支献

Anraku， M. (953).おa釦naldistribution of pelagic ∞開，podsat Oshoro Bay， west∞ast of Hokkaido. 
BfUl. Fac. Fish.， Hokkaido Univ. 3 (3)， 187-192. 
函館海洋気象台 (]954-55).函館海洋気象台旬報 16-48.謄写.

小久保漕治'1cl鮒 -52).青森湾海洋生物時報 1-5.(1-3，謄写).
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